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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
、
こ
の
一
年
を

振
り
返
り
、
深
い
感
謝
の
意
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
北
見
青
年
会
議
所
は
本
年
、「Create the ideal future.

」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
夢
を
叶
え
る
人
財
育
成
」「
誰
も
が
活
躍
で
き

る
地
域
創
造
」「
活
力
溢
れ
る
地
域
創
造
」「
持
続
可
能
な
組
織
基

盤
」
と
い
う
四
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
多
様
な
運
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ど
の
事
業
も
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
「
夢
を
叶
え
る
人
財
育
成
」
で
は
、
次
世
代
を
担
う
青
少

年
に
向
け
た
学
び
の
場
を
提
供
し
、
彼
ら
が
地
域
の
未
来
を
築
く

た
め
の
礎
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
誰
も
が
活
躍
で
き
る

地
域
創
造
」
で
は
、
多
様
性
を
尊
重
し
た
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、

地
域
全
体
が
一
体
と
な
る
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
「
活
力
溢
れ
る
地
域
創
造
」
で
は
、
地
域
特
性
を
活
か

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
北
見
の
魅
力
を
再
発
見
し
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
持
続
可
能
な
組
織
基
盤
」
の
構
築
に
お
い
て
は
、
組

織
の
在
り
方
を
見
直
し
、
時
代
に
即
し
た
改
革
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
皆
様
か
ら
の
知
恵
と
支
え
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
多
く
の
先
輩
の
皆
様
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
が
、
私
た
ち
の
運
動
の
基
盤
で
あ
り
、
道
し

る
べ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
の
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
新
し
い
挑
戦
を
恐
れ
ず
前
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
先
輩
の
皆
様
が
紡
い
で
き
た
熱
い
想
い
と
、
地
域
へ

の
深
い
愛
情
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
礎
を

未
来
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
大
き
な
運
動
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
現
役
メ
ン
バ
ー
の
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
北
見
青
年
会
議
所

が
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、

変
化
を
恐
れ
ず
理
想
の
未
来
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

重
ね
て
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
一
年
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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アカデミー委員会　委員長 藤　田　靖　幸
　2024年度アカデミー委員会は新会員５名、正副３名の合計８名で活動してまいりました。私自身まだまだ未熟な
ため多くの先輩諸氏からご指導いただき、メンバーのご協力もあり、２回の例会と４回のアカデミー道場を開催す
ることができました。一年を通じて、青年会議所の全体像を伝え、これからも青年会議所運動を継続するうえで先
輩諸氏やメンバーから三信条を学び、力強く歩む姿勢を作り上げられたことができたことに深く感謝申し上げます。
来年もご指導ご鞭撻を賜りますよう今後ともどうぞよろしくお願いいたします。１年間大変お世話になりました。

まちづくり委員会　委員長 杉　田　朋　輝
　本年度、まちづくり委員会では近年の人口減少問題による地域活力の減衰を課題とし、新たな切り口としてインバウンド誘致による
交流人口の増加、地域経済活性化に向けて４月、６月と地域住民を巻き込み事業案を抽出する例会を行いました。そして、集大成とし
て10月例会で外国人を対象とした体験型観光によるモニターツアーを実施いたしました。開催にあたり多くの参画者にご協力いただく
ことで北見市の魅力を伝えることができ将来的なインバウンド誘致による意見抽出につながりました。一年間を通して多くの学びや成
長の機会を与えていただき感謝するとともに次年度も地域の明るい豊かな社会に寄与していくために邁進してまいります。

地域活性化委員会　委員長 夏　川　卓　也
　本年は２月、７月、11月と３回の対外例会を行わせていただきました。多くの方にお力添
えをいただき、無事１年を終えることができました。投げ出したくもなりましたが、多くの
学びを得ることができ、今後の青年会議所運動の糧になる修練の１年でした。来年１年も皆
様にご支援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願いいたします。

ダイバーシティ委員会　委員長 堂　閑　涼　太
　ダイバーシティ委員会では、会員拡大にフォーカスし、これからの北見青年会議所の在り方として、今の制度を見つめなお
しつつ新たに制度を導入し挑戦して行くため１年間活動してきました。２月例会には会員拡大に成功した千歳青年会議所の
方々をお招きし、会員拡大していくうえでの成功事例をお話ししていただきました。そして６月例会には、２月例会でお話し
していただいた制度について北見青年会議所ではどのように反映していけばいいのかを議論しました。今すぐ新しい制度を導
入するということにはなりませんでしたが、これからの北見青年会議所にとって必ずや良い機会になったと感じています。先
輩諸氏には会員拡大などの委員会運動にご協力いただいたことに本当に感謝しています。１年間ありがとうございました。

研修委員会　委員長 船　橋　悠　太
　本年は、佐々木臣副委員長、佐々木勇太副委員長を中心に例会を構築していただき、委員
会メンバーも積極的に参加してくれたことで実りある１年間となりました。研修の場を通し
て委員会メンバーも多くの学びを得ることができ、メンバーに対しても貴重な学びの場を提
供することができたと思っております。１年間本当にありがとうございました。

総務広報委員会　委員長 小　西　悠　斗
　本年、総務広報委員会としまして、OB例会と卒業式を担当いたしました。そして、広報活動や円滑な組織運営ができるよう、 委員
会一同運動してきました。そして、前回号の若いちからに同封いたしました、電子化に伴うアンケートにご協力いただきましてありが
とうございました。先輩諸氏から多くのご意見をいただき、今後の運動をさらにより良いものにしていけるよう、しっかりと次年度に
引き継ぎたいと思います。初の委員長として活動してまいりましたが、力不足な面も多々ありましたが、今後も地域のため組織の力と
なれるよう頑張ってまいりますのでよろしくお願いいたします。１年間お世話になりました。ありがとうございました。

2024年度　各委員会　御礼2024年度　各委員会　御礼



直前理事長　近　江　陵太郎

　本年は、数年ぶりの現役直前理事長となりました。北海道地区協議会に室長として出向さ
せていただく機会をいただき、多くの学びと仲間を得ることができました。本年はLOMへ
関わる時間は多くありませんでしたが、2026年に卒業するまでの期間で本年得た学びを北見

青年会議所に還元していきたいと思っております。
　2024年、素晴らしい運動を進めてきた全てのメンバーに感謝すると共に、多くのご指導、ご鞭撻をいただきま
した先輩諸氏の皆様に心から感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。

直前理事長  あいさつ直前理事長  あいさつ

事　業　報　告事　業　報　告

2025年度  委員長紹介

　８月７日（水）ホテル黒部にて８月例会「リーダーシップマインド～姿勢と考えの意識改革～」を
開催しました。講師として日本青年会議所北海道地区協議会2024年度　直前会長　岩田幸治
先輩をお招きし、リーダーシップの重要性を学びました。そのような機会を創出したことで、
メンバー一人ひとりが想い描くリーダーシップ像を認識する意識改革の場となりました。

8月7日（水）
担当：研修委員会8 月 例 会8 月 例 会

「リーダーシップマインド～姿勢と考えの意識改革～」

　９月10日（火）ホテル黒部にて９月例会「異業種交流会～交流が生む新たなフレンドシップ～」
を開催しました。本例会は、青年経済人との交流を通じて、北見青年会議所に対する関心や
興味を引き出すことで運動や事業への参画や今後の会員拡大運動の推進につなげることを目
的とし、メンバー含めて76名の青年経済人が出席されました。

9月10日（火）
担当：ダイバーシティ委員会9 月 例 会9 月 例 会

「異業種交流会～交流が生む新たなフレンドシップ～」

 10月19日（土）『Super fantastic kitami～体験する魅力～』を開催しました。インバウンド誘
致を見据えた地域ならではの『北見焼肉ツアー』と題し北見市在住の留学生、就労者外国人
に参加していただきました。牧場にて和牛とのふれあいを体験し、生産数日本一を誇る玉ね
ぎの収穫、出荷を体験、その後焼肉のタレ作りを行い、特製のタレを使った炭火焼肉をメン
バーと共に囲みました。

10月19日(土)
担当：まちづくり委員会10月第１例会10月第１例会

「Super  fantastic  kitami～体験する魅力～」

事　業　報　告事　業　報　告

　10月24日（木）北見芸術文化ホールにて10月第２例会　次年度事業研究会「Team up～明る
い豊かな社会のために～」を開催しました。本例会により2025年度北見青年会議所の考えや
熱き想いを共通認識したことで、2025年度熱き想いを胸に課題に立ち向かえるより力強い青
年会議所運動を展開してまいります。

10月24日（木）
担当：次年度四役10月第２例会10月第２例会

「Team　up～明るい豊かな社会のために～」

　11月16日（土）11月第１例会『つなげよう北見市の未来』を開催しました。地元企業の魅力を
感じて、自身の将来展望として北見市に留まり働くビジョンを認識してもらうことで、地域の
人口減少、働き手不足軽減の一助とすることを目的とし、当日は中高生の皆様から小さなお子
様、保護者の方と職業体験をしていただき、地域企業との交流を行っていただきました。

11月16日（土）
担当：地域活性化委員会11月第１例会11月第１例会

「つなげよう北見市の未来」

　11月21日（木）北見経済センターにて11月第２例会「継往開来～渡せ想いのバトン～」を開
催しました。１年間を振り返り、成果や課題を共有することで、今後の青年会議所運動を効
果的に進めていくための活きた知識を得ることにつながりました。今後も地域を豊かにして
いく組織として更なる飛躍を遂げてまいります。

11月21日(木)
担当：委員長連絡会議11月第２例会11月第２例会

「継往開来～渡せ想いのバトン～」

　12月１日（日）ホテル黒部にて12月第１例会　家族例会「We Are ! !～皆で伝える感謝と愛」
を開催いたしました。本例会では、（公社）北見青年会議所在籍メンバーの家族に日頃の感謝
と愛を伝えるをテーマにアカデミー委員会担当のもと、パフォーマンスやアトラクションが
行われました。多くのご家族の方にご参加いただき、（公社）北見青年会議所運動のご理解を
深めたことで今後の（公社）北見青年会議所のさらなる飛躍につなげてまいります。

12月1日(日)
担当：アカデミー委員会12 月 例 会12 月 例 会

家族例会「We Are!!～皆で伝える感謝と愛」

2025年1月6日（月）　受付：17:30　開会：18:00
場所：黒部ホテル　２F　冨士の間

北見市北7条西1丁目

川人　正和
入会：2008年

まちづくり委員会  委員

藤田　知仁
入会：2019年
副理事長

戸田　洋平
入会：2016年

総務広報委員会  副委員長

田原　広之
入会：2020年

地域活性化委員会  委員

山本　　諒
入会：2018年
副理事長

吉田　慎司
入会：2021年

総務広報委員会  委員

逢坂　竜一
入会：2019年

地域活性化委員会  副委員長

齊藤　明日香
入会：2022年

ダイバーシティ委員会  委員

2024年度  卒業予定者紹介

2025年度  １月第１例会2025年度  １月第１例会

新 年 交 礼 会

斉藤　由莉子
総務広報委員会

近江　陵太郎
アカデミー委員会

新谷　有美
青少年協働委員会

杉田　朋輝
地域協働委員会

吉多　憂馬
LOM強化委員会
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